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各種環境リスク

低減のための取組

そのほかにも、保健・化学物質の対策、

水・土壌・地盤・海洋環境の保全、大気環境・自動車対策などに取り組み、

日常生活や通常の事業活動から生ずる過大な環境負荷の解決に向け、

大量生産・大量消費・大量廃棄型の現代社会の在り方そのものを

持続可能なものへと変革し、

環境行政によって「新たな成長」を創出していきます。
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水・土壌の保全 大気環境の保全

アスベストの飛散・ばく露防止

PM2.5

水質汚濁防止法と水環境の保全

（吹付け石綿の施工例）

国内対策として、モニタリング体制の充実や科学的知見

の充実、原因物質の排出抑制対策を推進します｡さらに、

日中両国の都市間連携協力等を通じ 、東アジアの対策の

推進を促します。

建築物等の解体等での飛散防止に関連する各種マニュアル

を作成・周知していきます。

特定有害物質に汚染された土壌を見つけるための調査や

土壌汚染のある土地の適切な管理を推進しています。

水質の 保 全 に取り組むことに加え、人と水とのふ れあ

いや良好な水環境の保全、健全な水循環の構築に向 け

た取組を進めていきます。

土壌汚染対策
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保健・化学物質対策

子どもの健康と環境に関する

エコチル調査

近 年 、 子 ど も た ち の 間 で 、 ア ト ピ ー な ど の ア レ ル ギ ー 疾

患 や 肥 満 、 発 達 障 害 な ど が 増 加 傾 向 に あ る と 言 わ れ て い

ま す 。 こ れ ら は 、 子 ど も た ち の 身 の 回 り の 環 境 や 、 食 事

や 運 動 な ど の 生 活 習 慣 、 遺 伝 的 な 要 因 な ど が 関 係 し 合 っ

た 結 果 で は な い か と 言 い わ れ て い ま す が 、 こ の う ち 「 身

の 回 り の 環 境 」 に 着 目 し 、 環 境 中 の ど う い っ た 要 因 が 、

子どもの健康に影響しているかを解明するために 、2010

年度から行われている のが、「エコチル調査 」です。10

万 組 の 親 子 に 御 協 力 い た だ き 、 お 腹 の 中 に い る と き か ら

13歳になるまでの健康 状態を追跡調査。この 世界でも稀

な 規 模 の 調 査 か ら 得 ら れ る 成 果 を 、 子 ど も た ち が よ り 健

や か に 育 つ こ と の で き る 環 境 づ く り に 活 か し て い き ま す。

水銀に関する

水俣条約の実施

「水銀に関する水俣条約」は、水銀の採掘から輸出入、使

用､廃棄に至るまで、ライフサイクル全体を管理するため

の国際条約で、2013年10月、熊本市及び水俣市での会議

で採択されました（2017年発効）。この条約には、「世

界のいかなる国においても、水俣病のような水銀被害を二

度と繰り返してはならない」との世界の決意が込められて

います。水銀による苦しみを経験してきた一方で、水銀を

減らす対策にも積極的に取り組んできた我が国として、こ

の条約の下、世界から水銀のリスクを削減する取組を牽引

していきます。

子どもの健康

生活習慣 遺伝

身の回りの

環境


